
段丘面と水田の分布を比較してみると、段丘面の大部分に水田が広がっていることが分
かります。一般的に、高位～中位段丘面は河川との比高差が大きく水が得にくいという特性
から、果樹園や畑として使用されることが多い地形ですが、津南町では河川との比高差が
約200mあるにも関わらずその多くが水田として使用されています。
高位～中位段丘面の水田の分布を見ると、南側の苗場山山麓に多く集中していることが

分かります。これは、苗場山山麓から豊富な湧水が得られるためと考えられます。また、古く
は江戸時代から始まり大正～昭和にかけて様々な灌漑設備が整備されたことで、より安定
した農業用水を確保出来るようになり、段丘面の上でも活発に稲作が行われるようになりま
した。段丘面として形成された広大な平坦地、苗場山からの豊富な湧水、長年の人々の努
力が津南町のおいしいお米をはぐくんでいます。

Point1 おいしいお米をはぐくむ地形 Point3 地形から崩壊の痕跡を見つけよう
津南～十日町では、段丘地形のほかに、地すべり地形・崩壊地形も観察する事ができます。

最も明瞭に見える崩壊地形が、中津川の左岸に位置する見玉の巨大崩壊跡地地形です。そ
の全長は、なんと横幅約1.2km、縦が約2.7km！
大野割面Ⅰ・Ⅱ面（約１万年前に形成）を覆うように崩壊土砂が堆積しているため、それよりも

新しい年代に、直下型地震を誘因として発生したと考えられています。河床に残された堆積物
の様子から、崩壊直後は中津川を閉塞し天然ダムを形成していたものと考えられています。

津南～十日町地域の地形はどうやってできたの？

①鮮新世～中期更新世
（約500～80万年前）
津南・十日町地域の基盤には、主に円礫岩

層・砂岩層・シルト岩層からなる魚沼層が厚く
分布しています。この魚沼層は、浅海～汽水
域に堆積した層で、上部ほど海成層の南限が
北に移動していることから、浅い海が海進・海
退を繰り返しながら陸化していく過程に堆積し
たと考えられています。

②中期更新世（約80～40万年前）
中期更新世（約80～40万年前）になると、

この地域一帯は陸化し、苗場火山が活動し
始めます。苗場火山は火砕流、柱状節理の
発達する溶岩当を噴出し、平坦な成層火山
を形成しました。

③中期更新世～完新世（40万年前
～現在）
中期更新世（80万年前）以降、信濃川流域

では複数の河岸段丘が形成されるようになり
ました。河岸段丘は、谷底平野の形成と下刻
の繰り返しによって形成される階段状の地形
です。特に津南町周辺では多くの段丘面が確
認されています。
各段丘面は、段丘面上に堆積したローム層

（風成の火山灰堆積物）の分析によってその
形成年代が明らかにされています。

日本の地質「中部地方Ⅰ」より２）

Point4 危ない場所を知りたくば微地形を見よ！
近くの川が氾濫したら・・・地震が起こったら・・・我が家は大丈夫！？
河川沿いに広がる氾濫平野は、平坦で広く水田や畑作に適しており、水も得やすいので、

町を作るには絶好の場所です。しかし、ひとたび堤防の決壊や越流が起こると、浸水被害
が生じてしまうこともあります。
低位段丘面は一見すると真っ平らな土地に見えますが、実は面の形成当時に河川が残し

た微妙な凹凸（微地形といいます）が残されています。その成り立ちによって、標高差があっ
たり、浅部の堆積物の性状が違ってくるので、わずかな立地の差でも被害に大きな差が出
ることがあります（表２）。信濃川沿いでも、氾濫平野の代表的な地形を見ることができます
。地形種毎の土地利用や地表面の様子をよく観察してみましょう。

段丘面 正面面・貝坂面上に作られた水田

水田

段丘・水田の分布図３）

陰影図＋標高段彩図＋地すべり地形分布図6)

見玉の陰影図＋標高段彩図１）

見玉の地形判読図

見玉巨大崩壊跡地の地形断面図

移動土塊

見玉の巨大崩壊跡地（中津川下流側より望む）

Point1

Point2

Point3

Point4

笹山遺跡から出土した深鉢形土器（土石流堆積物
によりパックされている）
（火焔型土器のデザインと機能；2016年）より５）

火焔型土器の大きさと多様性
（火焔型土器のデザインと機能；2016
年）より５）

Point2 遺跡と地形の関係
津南・十日町地域は、数多くの遺跡（旧石器時代～縄文時代）が見つかっていることでも

有名です。十日町の笹山遺跡や津南町の沖ノ原遺跡では、大型の火焔型土器・王冠型土
器が多数発掘されています。これらの土器が作られたのは約5000年前の縄文時代中期中
葉で、約1万年前には現在の津南～十日町の低位段丘面が既に形成されているため、縄文
人も現在とほぼ同じ地形で生活していたことになります。また、火焔型土器・王冠型土器の
内側からは食物を煮炊きした時に出来るオコゲや脂質の残渣が見つかっており、海水魚（
サケ）や淡水魚、陸生の植物や動物など幅広い食物を調理していたことが分かっています。
縄文遺跡は中位段丘面～低位段丘面上に位置しており、その多くが土石流堆積物によっ

て埋没しています。縄文人が暮らした土地（低位段丘面）は、普段は水や食物の得やすい
土地である一方で、土石流の危険にもさらされていたのです。

氾濫平野の地形種とその特徴7)

津南～十日町地域 ジオマップ
～地形と人・歴史のつながりを再発見！～

主要な縄文遺跡と段丘の位置関係４）

①鮮新世～中期更新世
（約500～80万年前）

②中期更新世
（約80～40万年前）

③中期更新世～完新世
（40万年前～現在）

地水地形分類図7) 陰影図＋地理院地図8)

表面 解説

裏面 巡検案内
津南～十日町地域 案内図1)
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